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市
内
全
校
に
完
全
給
食
を
と
、
か
ら
完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
、
車
を
八
十
万
円
で
購
入
、
専
門

か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
こ
の
差
別
を
一
日
も
早
く
解
消
の
運
転
手
を
一
人
配
置
し
、
輪

し
た
が
旧
高
岡
地
区
の
小
中
学
し
た
い
と
考
え
秋
山
小
の
給
食
送
に
は
万
全
を
期
し
て
お
り
ま

校
（
横
川
小
・
下
君
田
小
・
上
セ
ン
タ
ー
か
ら
コ
ン
｜
テ
ナ
ー
車
す
。

君
田
小
・
君
田
中
）
の
四
校
に
で
毎
日
六
十
八
キ
ロ
の
行
程
を
〔
写
真
説
明
〕

も
七
月
十
二
日
よ
り
完
全
給
食
配
達
し
て
お
り
ま
す
。
上
Ⅱ
は
給
食
を
連
ぱ
コ
ン
テ

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
配
達
を
便
利
に
す
る
た
ナ
ー
市

市
内
地
の
小
学
校
に
は
早
く
め
写
真
の
よ
う
な
コ
ノ
テ
ナ
ー
下
Ｉ
は
楽
し
い
給
食
の
時
間
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誇
る
こ
と
が
大
切
で

呈
す
。

一
▲
時
間
の
け
じ
め
を
つ
け
た

》
生
活
を
さ
せ
よ
う
。

毒
こ
ど
も
は
学
校
を
離
れ
た
解

鍔
放
感
か
ら
、
生
活
が
不
規
則
に

雷
な
り
が
ち
で
す
。
起
床
と
就
寝

）
し
よ
う
。
親
は
わ
が

一
｛
て
ど
う
、
こ
の
休
孟

》
せ
た
ら
よ
い
か
と
心

室
を
配
っ
て
い
る
こ
と

蕾
と
思
い
ま
す
。

言
次
に
述
べ
る
事
は

》
長
い
休
み
を
ど
う
有

《
効
に
過
し
て
い
く
か

《
を
示
す
一
例
に
過
ぎ

毒
う
つ
と
う
し
い
梅
雨
が
晴
れ

》
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
や
つ

毒
て
き
ま
し
た
。
学
校
を
離
れ
て

空
家
庭
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ

一
一
の
生
活
に
入
っ
て
い
く
こ
と
で

）
し
よ
う
。
親
は
わ
が
子
に
対
し

一
｛
て
ど
う
、
こ
の
休
孟
を
過
ご
ざ

畢
療
を
し
て
し
ま
う
よ

》
５
紺
と
し
て
心
が
け

器
ま
せ
ん
が
、
各
家
庭

《
で
は
、
わ
が
子
の
体

《
力
、
気
質
お
よ
び
能

《
力
に
応
じ
て
学
校
と

《
連
絡
を
と
り
次
の
る

鐸
う
な
生
活
設
計
を
お

一
一
す
す
め
い
た
し
ま
す

睾
夏
休
み
に
は
何
よ

一
ゞ
り
も
健
康
な
か
ら
だ

塁
審
作
る
こ
と
が
た
い

《
せ
つ
で
す
。

睾
例
え
ば
、
一
学
期
に

雲
実
施
し
た
身
体
検
査

《
や
検
診
の
結
果
を
象

》
て
、
治
療
を
要
す
る

差
も
の
は
休
象
中
に
治

凉
し
い
り
ち
に
す
る
よ
う
時
間

を
決
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ

の
時
間
だ
け
は
、
こ
ど
も
が
勉

強
に
没
頭
で
き
る
よ
う
に
、
家

の
中
の
騒
音
を
で
き
る
だ
け
止

め
特
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
っ
て
お
く
こ
と
は

、
親
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

の
時
間
、
あ
る
い
は
学
習
の
時

間
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
年
令
に

応
じ
て
、
親
子
で
話
し
合
い
、

一
日
一
日
の
け
じ
め
を
も
っ
た

生
活
を
お
く
る
よ
う
に
し
む
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲
自
然
に
親
し
ゑ
、

然
に
親
し
み
、

休
み
は
、
こ
ど
も
が
思
い

大
自
然
の
中
に
と
び
こ
ん

１
で
自
分
の
目
や
耳
で

一
観
察
を
し
た
り
実
験

一
睡
嚥
轡
帳
率
砲
繍
筆

で
す
。例
え
ば
、
ひ
と
つ

の
作
品
を
計
画
的
に

こ
つ
こ
つ
と
作
ら
せ

て
、
完
成
し
た
よ
ろ

こ
び
を
味
わ
ぜ
た
い

も
の
で
す
。

作
品
そ
の
も
の
の
結

果
は
、
ま
ず
い
も
の

で
あ
っ
て
も
、
こ
ど

潮
“
も
が
自
分
な
り
に
創

仇
か
せ
て
仕
上
げ
て
い
く

は
た
い
せ
つ
に
し
た
い
も

す
。レ
・
ビ
と
学
習
に
つ
い
て

習
は
、
で
き
る
だ
け
朝
の

さ
ら
に

究
心
や
注
意
力
を
集
中

る
子
に
育
て
よ
う
。
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家
の
皆
様
は
周
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
高
萩
市
に
於
て
も

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
は

昨
年
三
月
条
例
及
び
貸
付
脱
則

も
れ
な
く
申
告
を
／
・

で
、
最
高
一
件
二
十
五
万
門
ま

で
貸
付
け
て
利
川
し
て
頂
く
こ
農
地
法
の
総
則
に
は
、
耕
作
に
よ
り
、
毎
年
八
月
一
日
現
在

と
に
な
り
現
在
ま
で
八
件
経
営
者
の
農
地
収
得
の
促
進
、
権
利
で
農
地
所
有
、
耕
作
状
況
等
を

拡
大
或
は
、
新
ら
し
い
部
門
を
の
保
護
農
業
上
の
利
用
関
係
の
申
告
さ
せ
て
小
作
地
の
所
有
状

始
め
る
資
金
と
し
て
借
受
け
利
訓
雅
、
地
位
の
安
定
と
股
業
生
況
を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
し

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
産
力
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
こ
れ
を
九
月
一
日
か
ら
同
月
三

今
回
最
高
三
十
万
円
ま
で
引
的
と
す
る
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
十
日
迄
農
業
委
員
会
の
事
務
所

上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
希
望
す
す
。
で
従
覧
に
供
す
る
こ
と
に
な
つ

る
後
継
者
は
農
業
委
員
会
に
申
従
っ
て
農
地
法
の
適
格
な
る
て
お
り
ま
す
。

込
ん
で
下
さ
い
。
運
営
を
図
る
た
め
、
農
業
委
員
な
お
こ
の
申
告
は
、
農
地
椎

な
お
茨
城
県
に
於
て
は
一
件
会
は
同
法
汁
八
十
四
条
の
規
定
利
の
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
り
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電
気
安
全
知
識
の
普
及
と
ア
ー
ス
を
完
全
に
し
、
よ
く
乾
行
機
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
一

一
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、
蝿
し
た
場
所
で
取
扱
い
ま
し
よ
５
、
台
瓜
の
あ
と
な
ど
で
、
、

一
八
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
全
う
。
砺
線
が
切
れ
て
、
た
れ
さ
が
一

一
国
電
気
安
全
強
調
旬
間
が
実
２
、
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
た
り
、
っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
に
一

一
施
さ
れ
ま
す
。
と
く
に
次
の
修
理
を
す
る
と
き
は
、
周
朋
の
さ
わ
ら
ず
す
ぐ
榧
力
会
社
に
一

一
事
項
を
よ
肌
型
連
絡
し
ま
一

》
く
守
っ
て
一
電
気
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
Ⅷ
し
よ
う
。
一

二

電
気
事
故
副
１
日
よ
り
全
川
電
気
安
全
旬
間
州
鮮
灘
一

一
を
な
く
し
』

」
ま
し
よ
う
。
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
沈
意
木
機
械
を
使
用
す
る
と
き
や
一

》
１
、
ぬ
れ
た
手
や
、
ぬ
れ
た
し
ま
し
ょ
う
。
長
尺
物
を
運
搬
抑
作
す
る
と
一

一
場
所
で
電
気
の
通
じ
て
い
る
３
、
セ
、
、
、
取
り
や
、
ス
ゞ
ス
メ
の
き
は
、
近
く
の
砺
線
に
十
分
一

一
電
気
器
具
に
さ
わ
る
と
危
険
卯
取
り
な
ど
で
電
柱
に
の
ぼ
る
注
意
し
ま
し
ょ
う
．

一
で
す
。
と
く
に
洸
深
機
の
よ
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
７
高
圧
線
の
接
近
は
事
前
に
一

一
う
に
水
を
つ
か
う
も
の
は
、
４
、
電
線
の
そ
ば
で
模
刑
飛
電
力
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
一
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茜
辰
業
後
継
者
育
成
資
金
↑
》
一
志
職
購
譲
鮭
竿

一
ゞ
”
貸
付
い
”
額
を
《
ゞ
引
正
《
げ
砥
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
訂

ｉ
《
”
・
・
》
万
円
の
割
当
が
あ
り
ま
し
た
の

高
萩
地
区
農
業
改
良
普
及
所
最
高
五
十
万
円
ま
で
無
利
子
で
群
碑
姉
華
群
》
津
跨
域
評
極
帳

が
発
行
し
て
い
る
「
農
家
の
一
年
据
置
、
五
年
以
内
で
借
り
込
ん
で
下
さ
い
。

友
」
昨
年
十
月
二
十
五
日
付
才
ら
れ
ま
す
。
貸
付
審
査
に
つ
い
て
は
本
市

八
号
で
制
度
資
金
の
概
要
が
褐
た
だ
し
借
受
条
件
は
今
ま
で
と
改
良
普
及
所
が
協
議
し
て
決

戦
さ
れ
そ
の
利
川
に
つ
い
て
農
家
で
や
っ
て
い
な
い
新
ら
し
い
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

志
し
、
み
ん
な
小
手
で
茨
城
の

保
育
児
童
募
集

平
和
を
守
．
っ
て
下
さ
い
。
木
年

四
月
採
用
す
る
人
員
、
そ
の
他

試
賊
の
方
法
は
、
次
の
よ
う
に
今
年
四
月
よ
り
保
育
所
が
、
所
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
四
ケ
所
と
な
ｈ
仇
く
皆
様
よ
り
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

◇
採
川
予
定
人
員
一
○
○
名
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
す
。

◇
資
格
次
の
保
育
所
は
ま
だ
定
員
に
逹
募
集
人
員

昭
和
一
八
年
四
月
二
日
か
ら
し
ま
せ
ん
の
て
、
入
所
児
荒
を
秋
山
保
育
所
一
○
名

昭
和
二
六
年
四
月
一
日
ま
で
募
集
Ｌ
ま
す
。
同
仁
東
保
育
閲
五
名

に
生
れ
た
男
子
入
所
希
望
者
は
申
請
害
を
提

◇
才
一
次
試
耽
出
し
て
下
さ
い
。
洲
査
の
上
入

で
な
く
、
農
地
法
の
原
則
で
あ
申
告
用
紙
は
生
産
組
合
長
さ
記

る
農
業
生
産
力
増
進
の
諸
施
策
ん
を
と
お
し
て
各
戸
に
一
枚
づ
〔
テ
ン
ト
使
用
料
〕

を
椎
巡
す
る
た
め
の
重
要
な
資
つ
配
り
ま
す
か
ら
注
意
事
頂
を
子
供
会
一
張
一
Ｈ
白
円

料
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
農
地
よ
く
よ
ん
で
記
入
の
う
え
、
組
一
般
〃
〃
二
百
円

を
耕
作
し
て
い
る
も
の
は
、
も
合
と
り
ま
と
め
て
農
業
委
員
会
〔
ハ
ン
・
コ
ー
だ
け
の
場
合
〕

れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
。
に
お
届
け
願
い
ま
す
。
子
供
会
一
個
十
円

一
般
〃
二
十
円

若
人
よ
き
た
れ
※
テ
ン
ト
使
用
の
際
に
は
、

一
張
に
つ
き
ハ
ン
ゴ
ー
ニ
個

治
安
の
転
場
へ
折
り
た
た
み
バ
ケ
ツ
一
個

‐
Ｉ
茨
城
県
警
察
官
募
集

。
↓
〃
ラ
ン
プ
雨
、
桑

『
一
ツ
プ
一
個
が
添
え
ら
れ
ま

い
ま
、
県
で
は
、
若
々
し
い
九
月
八
日
（
月
）
す
。

健
康
で
、
し
か
も
正
義
感
の
あ
◇
待
遇
基
本
初
任
給
申
込
Ⅱ
福
祉
事
務
所
子
供
会

ふ
れ
た
青
年
警
察
官
を
必
要
と
高
校
卒
二
二
、
五
三
○
円
事
務
局
に
借
用
害
を
そ
え
て

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
欝
察
Ｗ
を
短
大
卒
二
ｍ
、
四
八
○
円
申
し
込
梁
下
さ
い
。

恩
給
が
来
年
の
九
月
三
十
日
ず
れ
下
さ
い
。
テ
ン
ト
を
貸
出
し
ま
す

ま
で
で
請
求
椎
で
な
く
ま
り

碕
萩
支
部
伊
藤
克
己

大
畑
留
吉
高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

ま
す
の
で
、
旧
軍
人
、
軍
属

松
岡
支
部
今
川
香
会
で
は
、
テ
ン
ト
等
の
貸
出
し

、
Ｌ
Ｊ
ユ
戸
に
ノ
尋
｝
ア
Ｊ
一
尺
二
・
，
一
二
↓
二

ローヘ

｛
で
で
請
求
椎
で
な
く
ま
り

高
萩
支
部
伊
藤
克
己

大
畑
留
吉

唾
す
の
で
、
旧
軍
人
、
軍
属

松
岡
支
部
今
川
香

（
遺
族
）
で
軍
歴
が
三
年
以

高

昭
和
調
年
に
恩
給
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
旧
軍
人
、

軍
属
の
恩
給
の
う
ち
、
加
算

扶
助
料
の
期
限
は
本
年
九
月

三
十
日
ま
で
で
す
。
又
加
算

上
の
方
は
福
柵
事
務
所
社
会
佐
川

岡
支
部
鈴
木
重
忠

一
の
方
は
福
杣
事
務
所
社
会
佐
川
早
苗

八
軍
人
恩
給
請
求
の
期
限
迫
る
Ｖ

係
へ
至
急
消
求
の
手
続
を
し

て
下
さ
い
。

な
お
軍
人
恩
給
に
つ
い
て

の
く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事

務
所
か
、
次
の
方
女
へ
お
た

を
行
な
っ
て
お
ｈ
ま
す
か
ら
、

ご
利
用
下
さ
い
。

大
学
卒
二
七
、
○
五
○
円

◇
受
付
期
間

昭
和
四
十
三
年
七
月
一
日
か

ら
九
月
七
日
ま
で

◇
申
し
込
み
用
紙

高
萩
警
察
署
、
磯
原
、
大
津

弊
部
派
出
所
で
文
付
し
ま
す
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者を募集
塞
地
使
用

希
望
者
の
た

め
に
か
ね
て

商
戸
台
地
に

建
設
巾
の
商

萩
雅
園
が
こ

の
ほ
ど
完
成

に
見
渡
す
景
勝
の
地
で
、
堪
地

周
辺
に
は
緑
の
芝
生
を
配
し
た

近
代
的
な
雌
地
公
園
で
す
。
希

望
者
は
市
役
所
保
険
衛
牛
課
へ

叩
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

記

一
、
受
付
七
Ｎ
二
十
五
Ｈ
ょ

わ
た
く
し
た
ち
は
、
簸
近
十

勝
沖
地
震
を
は
じ
め
と
し
震
度

四
紀
度
の
地
鰹
の
加
発
に
不
唆

を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
地
震
で
一
番
恐
ろ
し
い

こ
と
は
‐
地
腰
に
よ
る
直
推
の

被
害
よ
り
も
、
そ
の
後
に
来
る

火
災
の
被
害
が
き
わ
め
て
大
き

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

の
死
者
六
万
余
、
損
害
の
大
部

分
は
火
災
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
震
時
の
対
策
で
問
題
の
点

は
、
各
所
で
数
多
く
の
火
災
が

同
時
に
発
生
す
る
こ
と
で
、
消

防
力
を
フ
ル
に
活
用
し
て
も
、

地
震
に
よ
る
道
路
や
消
防
施
設

の
破
損
等
も
、
と
も
な
う
の
で

消
火
は
、
き
わ
め
て
困
難
に
な

り
大
火
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
は
、
地

震
の
時
は
、
ま
ず
、
火
の
始
末

を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま

た
万
一
失
火
し
た
時
は
、
早
く

隣
近
所
で
協
力
し
て
消
火
に
つ

と
め
て
い
た
だ
く
に
と
で
す
。

そ
れ
で
は
、
各
家
庭
、
職
場

で
の
地
震
対
策
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。△
地
震
が
お
き
た
ら

ま
ず
、
火
の
始
末
を
考
え
よ
う

１
、
地
震
と
感
じ
た
ら
、
手
早

く
火
の
始
末
を
す
る

２
、
使
用
中
の
電
気
器
具
類
の

ス
イ
ッ
チ
を
切
る

地
震
が
お
き
た
ら

ま
ず
火
の
始
末
を

３
発
火
、
爆
発
の
お
そ
れ
の
あ

る
危
険
物
を
始
末
す
る

△
避
難
す
る
と
き
は

１
、
激
し
い
震
動
は
、
お
よ
そ

一
分
前
後
で
す
か
ら
、
一
分

過
ぎ
た
ら
、
ま
ず
危
険
は
去

っ
た
と
判
断
し
落
つ
い
て
行

動
す
る

２
、
家
内
の
避
難
は
、
安
定

し
た
丈
夫
な
家
具
に
身
を
ょ

七
月
十
四
Ⅱ
（
日
）
市
商
工

会
鯨
に
お
い
て
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
永
年
勤
続
者
並
び

に
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
従
業
員
は
二
四
三
名
に
達
し

十
年
以
上
の
勤
続
者
、
優
良
従

業
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
勤
続
十
年
表
彰
者
〕

萩
野
武
雄
（
石
安
商
店
）
松

本
美
子
（
茨
城
炭
砿
会
）
堀
内

は
な
、
神
永
喜
代
、
松
尾
清

（
鈴
木
木
材
）
桑
原
正
人
（
常

東
製
材
所
）
物
井
運
助
、
武
藤

雪
枝
．
関
野
ス
イ
、
立
花
洗
、

生
田
目
良
雄
、
石
川
昇
、
（
安

村
木
材
）
金
山
き
よ
、
宮
島
ま

つ
の
、
和
田
み
よ
、
石
塚
よ
し

商工会

永
年
勤
続
者
を
表
彰

せ
る

３
、
屋
外
に
避
難
す
る
と
き
は

屋
根
瓦
な
ど
頭
上
の
落
下
物

に
注
意
し
座
ぶ
と
ん
な
ど
で

頭
を
保
護
す
る

４
、
狭
い
道
路
や
へ
い
ぎ
わ
、

が
け
下
、
川
く
り
は
さ
け
る

△
地
震
の
後
は

１
、
火
事
や
人
命
の
救
出
は
、

、
す
ぐ
消
防
二
九
に
連
絡

す
る

２
デ
マ
が
飛
ぶ
の
で
、
汕
防

や
瞥
察
の
広
報
、
ラ
ジ
オ
放

送
等
の
正
し
い
情
報
に
し
た

が
っ
て
行
動
す
る

の
（
高
萩
林
材
）
谷
田
部
利
一

（
佐
川
木
材
）
飯
塚
弘
教
（
虎

屋
菓
子
店
）
佐
藤
昌
平
、
阿
部

三
郎
（
東
北
開
発
高
萩
ア
セ
チ

レ
ン
充
填
所
）
西
川
君
子
（
川

口
商
店
）
柴
田
節
子
（
小
峰
醸

造
）

〔
勤
続
二
十
年
表
彰
者
〕

戸
井
田
栄
次
（
ダ
イ
ポ
シ
商

店
）
作
山
八
郎
、
小
田
木
治
雄

（
常
東
製
材
所
）
和
田
昭
彦
、

藤
井
正
太
郎
（
安
村
木
材
）
小

野
純
吉
（
東
北
開
発
）

心
配
ご
と
相
談
所

毎
週
木
曜
日

午
後
一
時

場
所
研
修
会
館

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

市
民
の
体
力
づ
く
り
の
た
め

に
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
き
ま
す
の
で
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日
八
月
二
十
五
日
（
日
曜

日
）
午
前
九
時
三
十
分
開

会

賜
所
高
萩
中
バ
レ
ー
コ
ー
ト

チ
ー
ム
の
編
成

市
内
各
公
民
館
、
小
中
学
校

Ｐ
盛
Ａ
、
各
事
業
所
、
町
内

会
等
で
チ
ー
ム
を
細
成
し
て

下
さ
い
。
一
チ
ー
ム
ね
名

申
込
先
市
教
育
委
員
会
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
係
へ
八
川
十
八
日
ま

で
に
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教

育
委
員
会
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ

、
ｏ

ｌ

ｖ

水
泳
教
室
を
Ｂ
月

５
日
よ
り

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
に
て

市
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
に

引
き
続
き
水
泳
教
室
を
開
設
し

ま
す
。
泳
げ
な
い
人
泳
げ
る
人

も
気
楽
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

む
ず
か
し
い
勉
強
や
き
つ
い
訓

練
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
基
本
か

ら
て
い
ね
い
に
楽
し
み
な
が
ら

上
達
す
る
よ
う
指
導
い
た
し
ま

す
。
申
込
は
八
月
三
日
ご
ろ
ま
で

に
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

係
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

八
月
五
日
よ
り
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
七
回
教
室
が
開
か
れ
ま

す
。
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高
秩
市
で
い
ま

は
い
っ
て
わ
ら
れ

百
人
お
り
ま
す
り

六
月
一
日
よ
り
県
下
の
市
町

村
で
一
斉
に
交
通
災
害
共
済
加

入
の
受
付
け
を
開
始
し
ま
し
た

高
萩
市
に
お
い
て
は
市
民
課

が
窓
口
と
な
っ
て
業
務
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
交
通
災
害
共
済
制
度
は

高
萩
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
者
は
誰
で
も
は
い
れ
ま
す
。

ま
た
他
の
保
険
や
共
済
制
度

に
は
い
っ
て
い
る
者
な
ど
一
切

関
係
な
く
は
い
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

加
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
三

六
○
円
（
中
学
生
以
下
は
三
○

○
円
）
を
添
え
て
申
し
込
め
ば

直
ち
に
会
員
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
て
そ
の
翌
日
か
ら
向
う
一
ケ

年
間
保
障
さ
れ
ま
寸
・

こ
の
制
度
は
、
自
動
車
や
電

車
等
に
よ
っ
て
う
け
た
交
通
災

害
の
場
合
に
会
員
と
な
っ
て
い

る
も
の
に
見
舞
金
を
差
し
上
げ

て
そ
の
場
の
出
費
に
あ
て
て
い

た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
自
動
車
、
二
輪
車
、
バ

イ
ク
、
自
転
者
を
運
転
し
て
い

る
う
ち
に
不
幸
に
し
て
災
害
に

あ
っ
た
場
合
に
も
法
律
に
違
反

し
て
い
な
け
れ
ば
見
群
余
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
一ト

交
通
災
害
共
済
制
度
の

加
入
者
四
百
人
を
こ
え
る

｜
の
制
度
に

）
方
は
約
四

こ
の
制
度
に
加
入
す
る
の
は

加
入
を
希
望
さ
れ
る
日
い
つ
で

も
自
由
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
ど
り
ぞ
多
数
お
は
い
り
に

な
り
万
一
の
場
合
に
備
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

ま
た
原
則
と
し
て
住
民
台
脹

と
の
照
合
を
す
る
関
係
上
市
民

課
窓
口
で
受
付
け
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
お
仕
事
の
い

そ
が
し
い
時
、
叉
は
職
場
等
で

皆
さ
ん
ま
と
ま
っ
て
お
ら
れ
る

場
合
は
氾
話
等
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
と
係
員
が
参
り
ま
し

て
加
入
の
手
続
き
を
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
し
人
、

ご
利
用
下
さ
い
。

近
日
中
に
組
内
会
長
さ
ん
、

又
は
職
場
に
係
員
が
出
向
い
て

種
々
ご
説
明
い
た
し
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
計
画
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

／
：
．
：
：
…
…
・
・
…
．
：
；
：
…
．
．
、

軸
た
ば
こ
消
費
税
》

》
た
ば
こ
消
費
税
は
、
》

Ⅷ
市
内
で
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た
ば
こ
“

》
の
本
数
に
応
じ
交
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さ
》

“
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る
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の
重
要
な
財
派
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で
す
・

坤
岨
年
度
は
、
三
千
五
“

“
七
万
円
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学
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校
や
道
路
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ど
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》
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ま
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、
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